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「平成の大合併」における財政状況とまちづくり計画

井 上 淳 一(内 子町総務課 行政財政班長)

壌.―平成の大合併」 における選択

愛 媛県 は、市 町村合 併の推進論者 である加戸守行知事 を先頭 に、2001年(平 成13年)2月

に愛媛県市町村合 併推進 要綱 を策定 し、県内の市町村 の 自主的 ・主体的な合併 を積極 的 に支援

す ることとしま した。

この要綱 は、合 併の 目的 や合併後の方向を5つ の分類 に区分 し、11組 の基本パ ター ンと15

組の参考パ ター ンの組 み合 わせ を示 したものです。 この要綱 の中で広域 行政 を中心に組み合 わ

せ としての基本パ ター ンにおいて、旧内子町及び旧五十崎町は 「地域中心機能拡大型(1市4

町1村 に よる基本 パ ター ン①)」 に、旧小田町は 「地域振 興 ・基 盤強化型(2町3村 に よる基

本パ ター ン②)」 に分類 され てい ました。 また、旧内子町、旧五十崎町、旧小 田町を含 む小 田

川 を中心 と した中山間地域 の町村による組 み合わせ を 「地域振興 ・基盤強化型(4町 ユ村 の参

考パ ター ン)」 として分類 しま した。

●パターンごとの合併効果

区分1基 本パ ター ン① 【 基本パ ター ン② ― 参考パ ター ン

人口 69,723人 15,712人 26,438人

面積 561.86km2 723.50km2 419.29km2

財政規模 400億 円 212億 円 220億 円

―

地域特性

課題等

11
●大洲 ・喜多地域の組み合 わ

せ である。

● 肱川中下流域の市町村 であ

り,古 くか ら街道町 として

栄えた歴史があ る。

● 治水 対策や中山間部の活性

化 が共通課題である。

●上浮穴郡の組み合 わせで あ

る。

●中山間地域 であつ て地域特

性が似通ってお り,住 民 感

情の一体感があ る。

●高原の冷涼 な気候 を生か
し,農 産物 を生産 している。

●小 田川流域の組み合わせで

あ る。

●産業構造が類似 してい る。

●小 田をのぞ きゴ ミを共同処

理 してお り,広 域行政の実

績 もあ る。

1

合併効果

● 治水等に関す る対応が一元

化 される。

●JAの エ リア と合致 し,営 農

指 導の充実や農業振興へ の

効 果が期待 され る。

●5つ の一部事務組合が解消

され,行 政の合理化 ・効率

化 が図 られる。

●森林組合とタイアップ した

林業振興が図られ る。

● 「やまなみ街道」構想 の推

進に弾みがつ く。

●三坂道路や国道380号 の整

備進展 が期待 され る。

●2つ の一部事務組合が解消

され,行 政 の合理化 ・効率

化が図 られる。

●農 山村の豊か な自然 を生か

した余暇活動の拠点 に期待

される。

●小 田川流域の一体的 なまち
づ くりに取 り組む ことが可

能であ る。

● 国道379号 の整備進 展が期

待 され る。

●公共施設の広域利用の進展

が図 られ る。

財政支援
(概算)

●合併特例債
(標準全体事業費)316石億円

●合併特例債
(標準基金規模>25億 円

●合併特例債
(標準全体事業費)975億 円

●合併特例債
(標準基金規模)17億 円

●合併特例債

(標準全体事業費〉ユ454億 円

●合併特例債

(標準基金規模)18億 円
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さらに、県 は市町村 合併 を推進す るため に、合併協議の熟度や合併の類型 ・規模に応 じて支

援策 を盛 り込 んだ総合的 な愛媛 県市 町村合併支援 プランを2003年(平 成15年)3月 に策定 し

なが ら、積極 的に市町村 合併 を推進 したのです。 よって、県内の市町村 は、合併 は避 けて通れ

ず、 どこの 自治体 と合併するかが大 きな課題、テーマ とな り、県が示 した合併推進要綱 を参考

に住民意識調査や ア ンケー ト調査、先進地視察などを行 いなが ら、行政内部に合併に関す る部

署 や議会 に合併 に関す る特別委員会 などを設置 し、住民説明会や懇談会等 を開催 しなが ら合併

の組み合 わせ を模索 してきました。

内子町において は、昭和30年 前後にあった昭和 の大合併以降、2度 合併話のあった旧内子町

と旧五十崎 町が3度 目の正直か、住民 意識調査等 の結果 を受け て2002年(平 成14年)9月 に

2町(法 定)合 併協議会 を設 置 しました。 そのこ とに より、初めて開催 した合併協議 会の場で

町名 は 「内子 町」、事務所 は 「五十崎町役場」 とい う合併協議 の最大 の重 要事項がす んな りと

協議 ・確認 されま した。その後 、順調 に合併協議 を進めてい る ところに、県が示 した基本及び

参考パ ター ンのほかに住民が示 した生活圏での合併パ ター ンが加わ った3つ の組み合 わせ を町

長選挙や合併協議会設置 を求 める住民発議 の請求 など、大混乱 していた旧小田町が最終的 には

住民投票の結果を受 けて小 田川の流れ に従 い喜多郡(旧 内子町、旧五十崎町)と 上浮穴郡(旧

小 田町)と いう郡 を越 えた内子 ・五十崎合併協議会 を選択 しました。

選択 された旧内子町 と旧五 十崎町 は、それぞれの議会 を含めて住民へ の説明会 を開催 しなが

ら受入の賛否 を検討 して きました。旧小 田町 とは隣接 関係 にあ り、人的交流 もあった旧内子町

はす んな りと受入 に賛同 しましたが、隣接 関係 もなく、人的交流 も少ない旧五十崎町において

は受入賛否が二分 したために、最終的判断 を住民投票の結果 にゆだね ることとな りま した。そ

の住民投票で約60%の 受入賛 同の結果 を受けて2町 合併協議会での協議 ・確認事項は、 旧小田

町が受 け入 れるこ とを前提 に2003年(平 成15年)11月 、3町(法 定)合 併協 議会が誕生 した

のです。その後、合併協議 とは別 に一 日で も早い住民 の交流 をね らい に子 どもから高齢者 まで

参加 したス ポーツ事業 や文化活動、町民 フォーラムな どを開 きなが ら、2005年(平 成17年)

1月1日 の真っ白な積雪のある中、肱川の支流 ・小田川が上流か ら下流 まで新生内子町 となっ

たのです。

灘津総繍臓 黙
照 ・ 圃 難 一

ここか らが、合併後の普通会計(決 算状況)を 中心 とす る当町の財政状況 についてご説明い

た します が、合併 したか らとい って厳 しい財政運営か らは脱却す るこ とはで きてい ませ ん。

2004年 度(16年 度)に おいては、2005年(平 成17年)1月 に合併 したため に4月 か ら12月 ま

で は旧3町 の普通会計 を集 計 した決算 となっています。 よって、新 生 内子 町 としての決算 は

2005年 度(平 成17年 度)か らですが 、 どうして も合併の影響 で類似 団体 と比較す ると多い決

算 とな りま したので、類似団体 と同程度の規模 とするため に国等の方針 もあ り、行政改革大綱
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及び集中改 革プラ ンを策 定 し、中長期財政計画な どを定めなが ら計画的に内子町の適正な財政

規模(90億 前後)へ 下方修正 しているところです。

下表 を見 て もお分か りの ように歳入 において、内子町の 自主財源であ る地方税 は2007年 度

(平成19年 度)の 三位一体改革で税源移譲(1億4千 万 円)が あったものの14%し かな く、半

分 くらいは地方交付税 に頼 らなければならない 自治体です。 また、歳 出(性 質別)に おいては、

行政改革 を推進 している影響か、人件費や公債費、補助費な どは年 々減少 してい るものの、社

会福祉費な どへ支 出す る扶助費、介護保険事業や後期高齢者 医療保険事業、 国民健康保 険事業

の特別会計へ の繰 出金が若干ではあ りますが、増加 しています。 さらに、三位一体改革 による

国の補助金及 び地方交付税制度の見直 しの影響 により、普通建設費は大幅 な削減 とな りました。

しか し、2007年 度(平 成19年 度)に おいては、合 併時 に策定 した内子町新町建設計画 に登載

していた町並 み保存地 区にあ る内子町立内子中学校 を建設 したことにより、歳入においては国

県支 出金や地方債が、歳出においては普通建設費が大幅に増加 してい ます。

普通会計における決算状況等

★歳入 (単位:千 円,%)

区 分
16年 度 17年 度 18年 度 19年 度

決算額 前年度比 決算額 【前鞭 比 決算額1前 年度比 決算額 前年度比

地方税 1β76,068 0.5 1β88,995 09 1,373,920 △1 .ユ ユ,516,757 ユ0.4

地方交付税 5β08,044 ▲3.8 5β99,383 1.7 5,263,391 ▲2.5 5,311,515 0.9

地方債 1,855,300 ▲10.4 1,393,800 ▲24.9 908,200 ▲34 .8 1,055,300 16.2

国県支出金 1,644,055 ▲10.7 1,594,751 ▲3.0 1,071,164 ▲32 .8 1,564,914 46.1

その他 2,371,007 △&0 1,509,5!5 ▲36.3 1,493,804 ▲1.0 1.360β00 ▲8 .9

合 計 12,554,474 ▲6.1 11,286,444 ▲10.1 10,110,479 ▲10 .4 10β08,786 6.9

★歳出(性 質別) (単位:千 円,%)

区 分
ユ6年度 ユ7年度 ユ8年度 19年 度

決算額 前年度比 決算額 前年度比 決算額 前年度比 決算額 前年度比

人件費 2,472,452 ▲2.2 2,372,419 ▲4.0 2,258,192 ▲4 .8 2,162,780 ▲4.2

公債費 2,326,089 ▲1.5 2,219,949 ▲4.6 2,162,126 ▲2 .6 2,521,777 16.6

扶助費 373,309 7.0 424,052 13.6 440,476 39 468,507 6.4

補助費等 1,556,832 ▲0.7 1,274,450 ▲18.1 1,227,462 ▲3.7 1,241,875 1.2

普通建設費 2,797,030 ▲14.3 1,857,574 ▲33.6 1,013,913 ▲45.4 1,966,536 94.0

繰出金 904,099 6.4 947,008 4.7 977,052 3.2 1,054,008 7.9

その他 1,978,769 4.6 ユ,812,603 ▲8.4 1,638,516 ▲9 .6 1,063,754 △35 .1

合 計 12,408,580 ▲3.1 10,908,055 ▲12.1 9,717,737 ▲10 .9 10,479,237 7.8
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〈普通会計における決算分析指標一覧〉

区 分 16年 度 17年 度 18年 度 19年 度

実質収支比率(%) 0.7 5.3 5.0 4.4

経常収支比率(%) 90.3 89.2 88.7 87.5

公債費比率(%) 17.4 17.0 17.1 16.5

実質公債費比率(%) ― 17.2 17.6 18.1

起債制限比率(%) 12.8 ll.2 11.9 11.9

財政力指数 0,230 0,246 0,264 0,276

地方債現在高(百 万円) 16,639 16,110 15,129 13,911

積立金現在高(百 万円) 2,756 2,556 2,837 2,847

以上のような ことを財政指標で見 ると、財政構造 の弾力性 を判断する経常収支比率は90%

前後 を推移 しているなど弾力性がな くなっているなど厳 しい財政運営 となってい ることは一 目

瞭然です。 また、地方債 の現在高は財政の健全化 により起債 に依存 しない事業選択 で減少 して

いますが、積立金(基 金)は 横 ばいです。 ここで注 目していただ きたいのが、北海道夕張市の

財政破綻 に端 を発 した財政健全 化法が2007年(平 成19年)6月 に制定 され て2007年 度(平 成

19年 度)決 算 か らの4つ の指標 が公表(19年 度は試行)を す るこ ととな りました。その4つ の

指標で 「実 質公債 費比率」が県の許可が必要 となる18%を 超 えたため公債 費負担適正化計画 を

策定 し、事業選択や公的資金補償金免 除の繰上償還 を行いなが ら指標悪化 に歯止めをかけてい

る ところです。内子 町の これ らの財政状況 を県内の20市 町の財政状況 と比較す ると、「中の下」

か、「下の上」 といった ところだ と認識 しています。

なお、旧内子町は昭和 の大合併後の昭和30年 代前半 に、 旧小 田町は昭和50年 代 に地方財

政再建促 進特別措置法に基づ く財政再建団体 となった歴史が あ ります。 よって、2回 目の再建

団体 とならない よう 「選択 と集中」 に よる計画的な事業選択 で健全 な財政運営に心がけて行か

なければな りませ ん。

灘 耐
繋 配 鴇「館 調

1鰯田 暇羅MEttm・/ 噸 鑓 脚[ 脇 簸

3。

以上の ように厳 しい財 政状況 の中で はあ りますが、夢 を もって まちづ くりを進 めるため に、

『町並 み、村並み、 山並 みが美 しい持続的 に発展す るまち』を将 来像 に描いた内子町の まちづ

くり計画、内子町総合計 画を2007年(平 成19年)9月 に策定 しました。 この総合計画 を推進

するためには、日本の現状や時代 の流れ をしっか りと踏 まえた中で取 り組 むこ とが大切であ り、

その流れを乗 り切 るために 「選択 と集中」 による3つ の戦略 を立てま した。

その一つ 目が、地域の魅力 を最大限に発揮 しなが ら、交流人口 を増や し、人口減少 に歯止め

をかける戦略で、二つ 目が、内子町にある産業が相互に連携 しなが ら多様 な雇用 を生み出 し、地
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域経済を活性化 しようとい う戦略。三つ 目が、安全で安心 して暮 らせる町をつ くりなが ら、住民

の 自治力 を強化 し、安全で安心 して暮 らすことのできる地域 自治システムを作 る戦略です。

この3つ の戦略 を一 日で も早 く実現するために、特 に力 を入 れて推進す る下記 の事業 をプロ

ジェク ト10(テ ン)と しています。

① うちこん かいプ ロジ ェク ト

この事業 は、内子町のメ リットである距離 的に県都 ・松 山市 に近い ことや、 町並み保存地 区

や内子 フレッシュパー クか らりなど、 まちづ くりおいて全国的に名前が通っていることを生 か

し、人 も企業 も内子町へ誘致 しようという取 り組みです。

内子 を大好 きになっていただ く入々や団塊 の世代な どをターゲ ットに地元 の宅建業者や建築

業者 などとの連携 を図 りなが ら、定住希望者 に提供で きる家屋や空 き家情報 などのデー タベ ー

ス化 、インターネ ッ トを活用 した情報提供体制 も整え る予定 です。 また、農業 を体験研修す る

施設を整備 してい ます し、内子町が造成 している住宅団地を対象 に定住促進事業補助 金 を設 け

ています。 さらに、地味 ですが企業誘致条例 も整備 しなが ら、県外 ・町外か らの誘致活動 はも

ちろんのこ と、地場産業の育成にも努めて参 ります。

②農林業再生プロジェク ト

内子町の基幹産業は農林業です。そのためにも担い手の育成 と確保 が重要で あ り、認定農業

者の拡大は もちろんのこ と、「(有)エ コファーム うち こ」 な どの農業法 人の支援、新 規就農施

設の活用、農家の相談 窓ロと して設置 した農村支援セ ンターを中心 とした新規作物の導入や品

質向上とブ ラン ド化 、地産地消へ の取 り組 み も行ってい ます。 また、㈱ 内子 フレ ッシュパー ク

か らりの経 営改革 と合 わせて完成 した 「農畜産物加工施設」の活用 も図ってい きたい と考 えて

い ます。 さらに、柿 やブ ドウな どの果樹、景気の良い菌床 しいたけな どの生産拡大に取 り組む

予定 としています。

林業においても厳 しい財政状況の中、内子町森林組合などと連携 して林道及び林内道などの

基盤整備 を行いながら間伐促進を図り、意欲ある林家 を中心に木材生産にも取 り組んでいると

ころであります。

③ 内子ツー リズムプロジ ェク ト

年 問100万 人 といわれてい る入 り込み客数の増大だけで な く、 また内子市街地 だけで なく全

町を視野に入 れた街歩 き型観光をめ ざした 「内子町観光交流計画」 を策定 しなが ら、周遊ルー

トの整i備をは じめ、ホームペー ジを活用 しなが ら情報発信 をね らって内子町観光協会 と一緒に

取 り組んで います。 また、 うちこグリーン ・ツーリズム協会が全国で17番 目、県内で2番 目の

どぶ ろ く特 区の許可 を受 け、果樹酒特 区の取得に向けて検討 された り、 国の補助事業 「子 ども

プロジェク ト事業」へ の取 り組み も進めています。

さらに、 内子 町のまちづ くり原点である伝統 的建造物群保存地 区においては、持続可能な町
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並み保存 に向けたマス ター プランづ くりにも取 り組 んでい ます。

④ エコエ コプロジエク ト

内子町環境基本計画」、「内子町バ イオマス タウン構 想」 な どを策定 しなが らエ コロジー(生

態系)と エ コノ ミー(経 済)の 融合 をめざした取 り組みを行 ってい ます。

「キ ラリと光 るエ コロジー タウン内子 」 をキ ャッチフ レーズ に掲 げてい る内子町 に とって、

環境 はあ らゆる施策、事業の基調 となるものだと考 えています。 しか し、行政だけが取 り組む

だけでな く、 自治会や学校、企業な ど町民 と連携 した取 り組 みが必要不可欠です。それを実践

する活動 として 「ごみゼ ロの まち」 をめざす ために5つ のRへ の取 り組みや、国県の補助 を活

用 した木質や竹資源を使 ったバ イオマス関連事業の取 り組 み、環境子 ども会議をは じめ とした

環境教育の充実な ど、町 内にあ る地域資源 を活用 しなが ら、地域 に根 ざ した各種施策 を展 開 し

ています。

⑤景観 まちづ くりプロジェク ト

内子の町が内子 らしくあ るために、内子 町が持 っている 「内子 ら しさ」や 「特性」 に光 をあ

てなが ら運 動 として取 り組 んだ町並み保存 や村並み保存 が、全 国の中で も一定の評価 を得て、

全 国表彰 をいただ く町 となって きました。

2004年(平 成16年)に 景観法 が制定 され、翌年 に内子 町が景観 団体 とな った ことを機 に、

町並み保存や村並 み保存で養って きたノウハ ウを取 り入れた 「内子町景観 まちづ くり計画」が

2008年(平 成20年)に で きあが りました。 そこに住 んで いる人 々が 「美 を求めて」 どう育つ

か とい うことが一番大切 なテーマだと思っていますので、住民が 自主的 な担い手 となる取 り組

みや仕組みを創 ってい きます。

⑥内子教育改革プロジェク ト

内子町の未来を担 う子 どもたちのために、知、徳、体 のバ ラ ンスの とれた、意欲 と思 いや り

のある子 どもたちを育て るために、ふるさ と教育 をは じめ、 中高生 を友 好都市 を結んでいる ド

イツ ・ローテ ンブルク市へ派遣 させ た り、小学生対象の英語教育、中学生対象 の英語弁論大会

な ど、内子町の特色 を活か した様 々な施策 に取 り組んでいます。一方、学校 及び幼稚 園、保育

園等 の統廃合は避 けては とおれない重要課題ですので、内子教育改革懇談会 を中心に関係者 ら

と十分 な協議 ・調整を図 りなが ら取 り組んでい く方針です。

⑦健康づ くりプロジ ェク ト

内子町の医療機関の中心的役割を担っていた医師会立の病院が昨年の6月 から廃止 となった

ために今後の設置対策は最重要課題です。 しかし、「自分の健康は自分で守 る」という自覚と

実践を基本 に 「内子町健康づくり計画」を策定しながら、総合検診や健康相談などきめ細かな
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施策や取 り組 みを行っています。

また、合併の 目玉事 業である 「龍王再 開発事業」 も民設民営 を基本に、民 間企業 による健康

増進施設が21年 秋のオープ ンをめざ してい ます。また、来訪者 をひ きつ ける魅 力ある温浴施設

を造 るために源泉採掘 のボー リング を行 いなが ら、民間企業か らの公募 を行 った ところ民 間の

ホテル会社が手 をあげ、今年度か ら本格的な整備がは じまるところです。

⑧元気商店街プロジェク ト

県内ではめず らしい活力 ある商店街 の後継者たちを中心 に商店街の生 き残 り策 として、元気

な商店街づ くりをめ ざして学 習会 を重ねなが ら、情報誌を発行 した り、地域 イベ ン トを企画 し

なが ら活性化対 策に取 り組んでい ます。

JR内 子駅前 に 「内子 町観光振興拠点施設」 を建築 した り、観光周遊バ ス 「ち ゃが まる」 を

走 らせてい ます。 また、内子 町の商工 会五十崎支部が中心 となってい る特産 品の和紙 に光 をあ

てようと国補助 のJAPANブ ラン ド育成事業や、町内の多様 な技術 を持 った製造業の方々が連

携 して 「内子手 しごとの会」を結成 して新製 晶の開発 に取 り組 んでい ます。

⑨ 自治システム構築プ ロジェク ト

内子町の まちづ くりの特徴 である自治会制度。少子高齢化が進み、財政が厳 しさを増す中に

おい て、住民に よる自治力 を強化す ることこそが、内子町が生 き残 るための重 要課題だ と認識

して毎年 秋 には、地域の現状 と課題、 まちづ くりの方向性 な どを話 し合 う地域 づ くり懇談会 を

開催 していただ いています。

基礎的集落機能 を持つ 自治会のあ り方に向けて、 自主防災組織 の結 成の推 進、健康づ くり、

景観 、環境 な どの行政が立 てた各種 計画 との関連が喫緊の課題 である と認識 してい ますの で、

限界集落が増加す る中で 自治会の再編や 自治会が作成 している地域づ くり計 画(10年 間の地域

ビジ ョン)の 見 直 しも検討 しなけれ ばな らない もの と思 っています。 また、 自治セ ンター機能

の強化や 自治会担当職員の役割などにつ いて も再構築する取 り組みを行 う予定 としてい ます。

⑩行財政改革プロジェク ト

厳 しい財政状況下ではありますが、中長期財政計画を立てて中長期的な展望と行政運営の効

率化、透明性高めなが ら、限られた資金と人材を最大限に活用 しなが ら地域を経営するという

自覚を持ち、「心の通う行政」をめざして住民と協働する内子町を推進 します。

以上の まちづ くり計画 は、 「キラ リと光 るエコロジータウン内子」及 び、「住 んで よし、訪ね

てよし、美 し内子」をキ ャッチ フレーズにした荒海を航海する船 の羅針盤で もあ り、 まちづ く

りシナリオの役割 も担 っています。 この シナ リオによって住民 一人ひ とりが演 じていただ く計

画 となってい ます。
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